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◇連休も終わり、学校生活がスタートしました。
大型連休も終わり、今日からまた学校生活がスタートしました。

皆様、連休中はいかがお過ごしだったでしょうか。子どもたちも
リフレッシュできたでしょうか。５月・・・新緑の季節！過ごし
やすい気候の中で、子どもたちが伸び伸びと学習したり、生活し
たりできるよう、我々、教職員もしっかりと取り組んでいきたい
と考えています。保護者の皆様方のご支援、ご協力、何とぞよろ
しくお願いいたします。

◇校内授業研究会・・・子どもたちのすてきな学びの姿がたくさん！
橘小学校は、１０月に「研究公開」を開催し、たくさんの他校の先生方に、橘の教育を参観して

いただきます。今、その事前研究会として、指導助言者の先生方においでいただき、授業研究会が
行われています。すでに、２つの学級の事前研究会が行われました。
【４月１７日（月） ６年２組「道徳科」 滝田弓子先生】
「意見が対立したとき、自分は正しいと思うことは、悪いこと

なのだろうか」という問いをもった子どもたちは、自分自身を
見つめ、友達と議論し合い、そしてこれからの自分について深く
考えていくことができました。
子どもたちは、一人一人自分の考え、想いをもち、友達の考え

に耳を傾け、真剣に話し合っていました。子どもたちの心の中で
価値観が大きく揺さぶられているのが分かる、すばらしい授業でした。
【５月 ２日（火） ２年２組「道徳科」 千田怜花先生】
「およげない りすさん」という教材をもとに、子どもたちは、

これまでの自分の体験をもとに、友達とともに「誰に対しても、
分け隔てなく生活することのよさ」に気付いていくことができた
すばらしい授業でした。
友達の発言に対して、「あ～そういうことか！」「なるほどね」

「確かに・・・そうだよね！」という言葉をたくさん聞くことが
できました。しっかりと話を聞く、そして、その話の内容を自分
の中で一つ一つ考えていく・・・という学びの姿がたくさんありました。

◇全校ふれあいハイキング・・・こどものもり公園に行ってきます。
ここ数年、コロナ禍のため実施できなかった「全校ふれあいハイキング」が、５月１２日(金)に

実施されます。当初の予定では、開成山公園に徒歩で行く予定でしたが、開成山公園工事のため、
急遽、「平成記念郡山こどものもり公園」(富久山町)にバスで行くことになりました。全校生が
縦割りの班となり、公園で、学年を越えて仲良く、楽しい時間を過ごしてまいります。
当日はお弁当持参となります。ご協力をお願いいたします。

校長のひとりごと

「いいこと？」「悪いこと？」・・・まさに道徳科の授業のような実体験が私にはあります。

それは、約５０年前の話。当時、小学校３年生だった私は釣りが大好きで、友達とよく、橘小学

校の隣にある荒池に来ていました。荒池はその頃、公園というよりは本当に池だけでした。ある日の

こと、友だち３人で釣りをしていたら、リールに大きな反応が！！なんと、50cmほどの雷魚と

いう大物が・・・釣り上げたものの、家に持って帰ることもできず・・・どうしようと悩んでいた時、

「そうだ、この雷魚を自由に泳がせよう」というひらめきが・・・。そのまま自分の学校に行き、

使わなくなっていたプールへ入れてあげました。季節は１１月頃でした。自由に泳いでいる

雷魚を見て「いいことをした」という気持ちが・・・。しかし、次の日、当然、先生からのご指導

を受けることに。「いいことをした」と「やってはいけないことをした」二つの気持ちが同時に

沸き起こる、そんな失敗談です。今、荒池公園は、本当にすてきな憩いの場になっていますね！


